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特集
錦江町消防出初式
鬼火焚き
錦江町地区公民館連絡協議会だより
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今
月
の
表
紙
【
花
瀬
地
区
鬼
火
焚
き
】

�　

花
瀬
地
区
で
は
５
自
治
会
が
集
ま
り
、
毎
年
鬼
火
焚
き
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
中
学
生
や
還
暦
を
迎
え
た
方
が
中
心
と
な
り
、
た
い
ま
つ
で
点

火
し
た
あ
と
、還
暦
・
厄
年
を
迎
え
ら
れ
た
５
名
の
方
々
が
餅
ま
き
を
行
っ
た
。
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平
成
26
年
1
月
5
日
、
錦
江
中
学
校
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
錦
江
町
内
の
各
消
防
団

員
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
消
防
出
初
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
消
防
団
員
や
消
防
車
の
パ
レ
ー
ド
が

あ
り
、
沿
道
か
ら
は
温
か
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
法
輪
保
育
園
児

に
よ
る
演
奏
や
各
分
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
、

放
水
演
習
な
ど
が
あ
り
会
場
を
沸
か
せ
て

い
ま
し
た
。
表
彰
で
は
日
本
消
防
協
会
精

績
章
を
は
じ
め
、
各
表
彰
の
授
与
が
あ
り

ま
し
た
。

　
現
在
錦
江
町
消
防
団
員
は
２
５
０
名
お

り
、
各
分
団
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
警
備

に
あ
た
り
、
町
民
の
方
々
の
生
命
財
産
を

守
る
た
め
、
日
々
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
消

防
団
で
は
若
者
の
流
出
、
団
員
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
年
々
団
員
が
減
少
し
つ
つ
あ

り
ま
す
の
で
団
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
日
本
消
防
協
会
精
績
章
】

　

中
央
分
団	

小
吉　

昭
弘

【
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
】

（
40
年
勤
続
章
）

　

中
央
分
団	

小
吉　

昭
弘

　

麓
分
団	

栗
脇　
　

勉

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
功
績
章
】…

（
20
年
以
上
）

　

池
田
分
団	

中
村　

孝
広

　

大
原
分
団	

大
柄
根　

健

　

川
原
分
団	

尾
長
谷
裕
志

　

中
央
分
団	

福
岡　

雄
二

　

池
田
分
団	

白
井　

浩
一

　

大
原
分
団	

鮎
川　
　

淳

　

神
川
分
団	

中
村　

勝
巳

　

神
川
分
団	

笹
原　

廣
巳

　

中
央
分
団	

小
田　

隆
広

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
精
績
章
】…

（
15
年
以
上
）

　

麓
分
団	

井
手
口
文
明

　

中
央
分
団	

脇
田　

久
雄

　

池
田
分
団	

大
園　

六
男

　

池
田
分
団	

小
平　
　

正

　

池
田
分
団	

畠
中　
　

直

　

池
田
分
団	
中
野　
　

勉

　

宿
利
原
分
団	
栫　
　

正
人

　

宿
利
原
分
団	

飯
隈　

盛
男

　

宿
利
原
分
団	

命
苫　

政
義

　

宿
利
原
分
団	

小
石
田
和
夫

　

中
央
分
団	

宮
下　

重
道

　

中
央
分
団	

河
野　

赳
夫

【
鹿
児
島
県
知
事
勤
続
章
】（
10
年
）

　

大
原
分
団	

野
本　

隆
幸

　

大
原
分
団	

毛
下　

久
志

　

宿
利
原
分
団	

牧
原　
　

昇

　

中
央
分
団	

福
岡　

忠
司

　

中
央
分
団	

野
元　

寿
郎

　

神
川
分
団	

園
田　
　

司

　

池
田
分
団	

中
野　

浩
一

　

池
田
分
団	

押
領
司
義
人

　

池
田
分
団	

笹
原
健
太
郎

　

宿
利
原
分
団	

木
村　

奉
仁

　

宿
利
原
分
団	

橋
元　

秀
二

　

川
原
分
団	

宮
原　

祐
一

　

川
原
分
団	

舞
原　

祥
之

　

支
所
消
防
隊	

徳
永　

勝
志

　

本
庁
消
防
隊	

平
石　
　

誠

　

本
庁
消
防
隊	

袖
山　

仁
志

　

本
庁
消
防
隊	

時
吉　

健
二

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会
肝
属
支
部
勤
続
章
】

（
15
年
）

　

大
原
分
団	

坂
口　
　

操

　

中
央
分
団	

有
馬　

厚
朗

　

中
央
分
団	

加
治
屋　

真

　

川
原
分
団	

尾
長
谷
勝
久

　

大
原
分
団	

中
野　

純
治

　

神
川
分
団	

東　

三
知
夫

　

川
原
分
団	

入
ヶ
町
直
人

　

麓
分
団	

福
山　

敏
史

　

支
所
消
防
隊	

永
田　

宗
成

　

支
所
消
防
隊	

木
場　

裕
志

【
25
年
勤
続
妻
・
家
族
の
表
彰
】

　

池
田
分
団（

妻
）
馬
込
よ
し
こ

　

川
原
分
団（

妻
）
舞
原
せ
い
子

【
退
団
者
表
彰
】（
10
年
以
上
）

※
町
長
に
よ
る
感
謝
状

　

本
部	

岩
下　

芳
文

　

川
原
分
団	

白
桃　

幸
夫

　

池
田
分
団	

假
屋　

六
男

　

麓
分
団	

西
元　

文
男

　

宿
利
原
分
団	

宿
利
原
勝
吉

　

麓
分
団	

樋
渡　

俊
信

　

神
川
分
団	

郷
司
山　

登

　

大
原
分
団	

川
畑　

康
広

　

大
原
分
団	

川
前　

伸
二

　

中
央
分
団	

瀬
戸　

雄
一

　

池
田
分
団	

松
井　

一
年

　

池
田
分
団	

木
下　
　

平

　

神
川
分
団	

小
園　

秀
二

　

池
田
分
団	

安
水　

健
一

各
表
彰	

（
敬
称
略
）

平成26年
錦江町 消防出初式

法輪保育園児による演奏

　消防団は消防本部や消防署と同様、消防組織法に基づき、
それぞれの市町村に設置される消防機関。
　地域における消防防災のリーダーとして、平常時・非常時
を問わずその地域に密着し、住民の安心と安全を守るという
重要な役割を担います。また、近年は、女性の消防団への参
加も増加しており、特に一人暮らし高齢者宅への防火訪問、
応急手当の普及指導などにおいて活躍しています。消防団と
して出動した場合は、報酬や手当てが支給され、活動中にけ
がをした場合でも公務災害として補償されます。詳しくは、
総務課自治防災チーム（22-0511）へお問い合わせください。

消防団に入ろう！
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①放水演習

②�法輪保育園児
による演奏

③勤続妻表彰

④�大根占商店街
付近のパレード

⑤�観閲並びに
　通常点検�

①

⑤

④

③

②

3  広報きんこう 2014.2
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錦江
暮らしの情報や、みん
なの活躍など、まちの
話題をピックアップし
てご紹介します。

葉たばこ豊作を願い

鹿児島県共生・協働啓発セミナー開催

１月15日、南大隅町のたばこ共同育苗センターにお
いて葉たばこの播種が行われました。

　町長・議長を始め、葉たばこ農家の方々で豊作を祈
願しながら丁寧に種蒔きが行われました。今年度の
葉たばこ農家は20戸・作付け面積46haとなっていま
す。

１月28日、錦江町文化センターにおいて鹿児島県共生・協
働によるセミナーが行われ加藤潤さんの講演が行われまし

た。錦江町からも共生協働による活動の一環としてNPO法人き
んこう・まちむらネットワーク代表の福岡和德さん（上之宇都
自治会）が事例発表を行いました。

男の料理教室開催

１月30日、宿利原地区公民館主催による公民館講座
「男の料理教室」が開催されました。この地区では、

廃校利用や活気ある地域づくりを目的に年に数回、講座
を行っています。今回は男の料理教室と題し宿利原キク
ノさん（宿利原自治会）を中心に地域の女性の方々に料理
を教わりながらそばを作り上げていました。

年金だより　

前納割引制度

住 民 税 務 課 電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

　

国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払
い

に
は
、
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
付

（
前
納
）
す
る
こ
と
に
よ
る
お
得
な

割
引
が
あ
り
ま
す
。

　

納
付
方
法
は
、
現
金
（
納
付
書
）

納
付
の
ほ
か
に
、
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
か
ら
選
択

で
き
ま
す
。

■
「
前
納
」
に
よ
る
割
引

　

１
年
分
（
４
月
分
〜
翌
年
３
月

分
）
ま
た
は
６
ヵ
月
分
（
４
月
分

〜
９
月
分
、
10
月
分
〜
翌
年
３
月

分
）
を
ま
と
め
て
納
付
（
前
納
）

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
が
割

引
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
金
納
付
よ
り
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
の
方
が
お
得
に
な

り
ま
す
。

■	

「
早
割
」に
よ
る
割
引（
口
座
振

替
の
み
の
取
扱
い
で
す
）

　

当
月
保
険
料
の
口
座
振
替
日
は
、

通
常
翌
月
末
日
で
す
が
、
当
月
末

日
に
引
き
落
と
す
こ
と
に
よ
り
、

月
額
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
例
）�

２
月
分
の
保
険
料
を
、
２
月

末
日
（
通
常
３
月
末
日
）
に

口
座
引
き
落
と
し
に
す
る
と

50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

●
口
座
振
替
の
申
し
込
み

⑴
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書

⑵
預
金
通
帳

⑶
届
出
印　

を
ご
用
意
の
う
え
、
各
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
・
役
場
年
金

係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
、

お
申
し
込
み
後
２
ヵ
月
程
度
か
か

り
ま
す
。「
１
年
前
納
」『
６
ヵ
月

前
納
』
を
希
望
の
場
合
は
、
２
月

末
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※�

平
成
26
年
4
月
末
の
口
座
振
替

分
よ
り
、
割
引
額
の
よ
り
大
き

な
2
年
前
納
が
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
2
年

前
納
は
口
座
振
替
の
み
ご
利
用

が
可
能
で
、
お
申
込
み
期
限
は

「
１
年
前
納
」『
６
ヵ
月
前
納
』

と
同
じ
く
2
月
末
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
鹿
屋
年
金
事
務
所
・

役
場
年
金
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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１
月
26
日
〜
２
月
３
日
に
か
け

て
錦
江
町
田
代
の
各
地
区
で
鬼
火

焚
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
区

と
も
趣
向
を
凝
ら
し
、
見
に
訪
れ

た
方
々
に
猪
鍋
や
ぜ
ん
ざ
い
、
焼

酎
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
田
代
地
区

で
は
節
分
の
行
事
と
し
て
１
０
０

年
ほ
ど
前
か
ら
各
自
治
会
や
地
区

で
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
厄
年
の

方
が
中
心
と
な
り
や
ぐ
ら
に
火
を

つ
け
、
竹
の
は
じ
け
る
音
や
豆
な

ど
を
ま
く
こ
と
で
鬼
や
厄
を
祓
い

無
病
息
災
を
願
う
行
事
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

錦江町田代地区の

鬼火焚き
せっがい

田代地区の鬼火焚き
� 1月 26日� 上柴立自治会
�2 月�1 日� 花瀬地区公民館
�2 月�2 日� 大原地区公民館
� 2 月 2日� 上部地区公民館
� 2 月 3日� 麓地区公民館
� 2 月 3日� 平石自治会
� 2 月 3日� 上原自治会
� 2 月 3日� 鶴園自治会
� 2 月 3日� 郷ノ原自治会
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本庁	農業委員会	 ℡ 0994-22-3035農業委員会	からの お知らせ

本庁	住宅チーム	 ℡ 0994-22-3033建設課	からの お知らせ

　農業委員会は、農地法等に基づく法令業務と合わせて、地域農業の振興や農業者の意見反映のための活
動を行っています。農業委員は、地域の農業者の選挙によって選出される選挙委員と市町村議会及び農業
団体（農業協同組合、農業共済組合、土地改良区）の推薦を受けて市町村長が選任する選任委員で構成さ
れています。
●県内の女性農業委員の登用状況
　■女性農業委員のいる市町村…………32委員会（74.4％）
　　【人数】67 人（農業委員全体 868人の 7.7％（平成 25年 11月１日現在）	
　　【種別】公選……33人、	選任 ･･･34 人（議会推薦　31人、JA推薦３人）
　■女性農業委員のいない市町村………11委員会（25.6％）

　女性ならではの視点や感性を活かし、地域内の農地のパトロールや遊休農地の解消活動、農地に関する
相談対応をはじめ、食糧・食育活動や若手就農者へのサポートなど様々な活動に取り組んでいます。詳し
い内容につきましては、農業委員会事務局へお問い合わせください。	

地域農業を元気にしていくためには、女性の力が必要です。

　平成 26 年 3 月完成予定の公営住宅 2 戸の入居者を募集します。
【住 宅 名】公営住宅「錦江まつさき住宅」
【所 在 地】錦江町馬場 1136-2
【募集戸数】2戸
【構 　 造】木造長屋 2階建（約 75㎡）
【入居資格・条件】
　①	町内外居住者で、同居又は同居しようとする親族があり、現在住宅に困窮していることが明らか
であること。

　②独立の生計を営み、家賃・敷金を支払う能力を有する者。
　　・	公営住宅は、申込者および同居しようとする親族の収入を合わせ、諸控除後（扶養控除 1人

380,000 円、その他控除有り）の 12分の 1が 158,000 円以下であること。
　　　例：3人世帯で世帯の年間所得が 2,650,000 円の場合
　　　　｛2,650,000 － (2 人× 380,000 円 )｝÷ 12＝ 157,500 円⇒	この場合 157,500 円なので

公営住宅には入居できる。
　③税金等を滞納していないこと。（現年度、過年度を含む）※分納中でも入居できません。
　④本人又は同居人が暴力団員でないこと。
　⑤年間家賃の 3倍以上の収入がある連帯保証人 1名をたてられる方。
　　※保証人は原則として錦江町内もしくは隣接市町在住であること
【家　　賃】月額 23,900 円〜 35,500 円（収入に応じて）
【敷　　金】月額家賃の 3ヶ月分
【入居予定期日】平成 26年 4月予定
【入居者の選考】	入居資格等書類審査及び錦江町公営住宅条例第9条により、入居者を決定します。（応

募者多数の場合は公開抽選で決定します。）
【申込み期間】平成 26年 2月３日〜平成 26年 3月 31日

　詳しい内容や申込みにつきましては、住宅チームまでご連絡ください。

■ �農業委員への女性の登用をすすめよう

■ �公営住宅入居者募集について
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本庁	生涯学習チーム	 ℡ 0994-22-0517教育課	からの お知らせ

★ 参加者募集 ★
　【開催日時】平成 26年 2月 23日（日）　午前 8：30受付、9：00開会式
　【開催場所】田代保健福祉センターゲートボール場
　【参加資格】小学生から高齢者までどなたでもOK！
　【申込期限】平成 26年 2月 20日（木）まで
　グラウンドカーリングとは「グラウンドゴルフ」と「カーリング」を取り交ぜた、肝付町商工会青年部
が考案したニュースポーツです。参加については1チーム5名で、参加者での道具準備は不要です。また、
参加者を対象に、お楽しみ抽選会も開催します。詳しくは生涯学習チームまでお問い合わせください。

★ 参加者募集 ★
　【開催日時】平成 26年 3月 23日（日）
	 午前 10:00　花瀬多目的広場スタート
　【コ		ー		ス】		花瀬川沿いに東上し国道 448 号を西へ、田代支所

から県道 68 号を南下し多目的広場がゴール。全長
16.4kmの 7区間

　【部　　門】	①小学生の部	　②中学生の部　③一般の部
	 ④女子の部　の 4部門
　【チーム編成】監督１、選手７、補欠３	計 11名
　【参		加		料】高校生以上１チーム 5,000 円
	 中学生以下１チーム 3,000 円
　【申込締切】2 月 21 日（金）まで（先着 70チーム）
　※	詳しい内容につきましては、生涯学習チームまでお問い合わせください。

【戦没者の妻の方】
　	　平成 25年 4月 1日において公務扶助料・遺族年金等を受ける権利を有する戦没者の妻の方で、次
のいずれかの要件を満たす方
　・第 22回特別給付金「い号」国債を受けられた戦没者の妻
　・	昭和 38年 4月 1日から引き続き公務扶助料、遺族年金等を受ける権利を有する戦没者の妻（額面
200万円、10年償還の記名国債）

【戦没者の父母等の方】
　	　平成 25年 4月 1日において公務扶助料、遺族年金等を受ける権利又は受ける資格を有し、かつ、
平成 25年 3月 31日までの間に氏を同じくする子も孫も有するに至らなかった戦没者の父母等の方
で、次のいずれかの要件を満たす方
　・	第 24回特別給付金「い号」国債を受けられた戦没者の父母等
　・	昭和 42年 4月 1日から引き続き公務扶助料、遺族年金等を受ける権利又は資格を有する戦没者の
父母等で、かつ戦没者が死亡した当時、戦没者以外に子も孫もなく、その後、子も孫も有するに至
らなかった方 (額面 100万円、5年償還の記名国債 )

◎請求期間は、平成 25年 6月 12日から平成 28年 6月 13日までです。
　※請求期間を過ぎると手続きが行えなくなりますので、手続きはお早めに！
◎請求手続きなど詳細については、福祉チームまたは、民生チームまでお問い合わせください。

■ �錦江町グラウンドカーリング大会　家族、自治会、職場、気の合う仲間と参加しよう！

■ �第９回花瀬公園まつり駅伝大会

■ �特別給付金が継続支給されます　〜次の戦没者の妻及び父母等の方々へ〜

スポーツ推進委員主催ニュースポーツフェスタ

※ 小学３年生以上の健康な者で
チームを編成して参加できます！

参加費
無　料

　町民の皆様には、交通等にご不便をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。また、
参加選手への沿道からのご声援もよろしくお願いいたします。

本庁	福祉チーム	 ℡ 0994-22-3042
支所	民生チーム	 ℡ 0994-25-2511

保健福祉課
住民生活課からの お知らせ



KINKO TOWN PUBLIC RELATIONS 2014.2  8

【鹿児島県最低賃金が平成 25年 10月 27日より時間額 665円に改正されました。】

★	　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める特定（産業別）最低
賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。
　　詳しい内容につきましては、総務チームまでお問い合わせください。
【最低賃金に関するお問い合せ先】
　鹿児島労働局（099-223-8278）・各労働基準監督署
　http://kagoshima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
　【最低賃金テレホンサービス　℡ 099-223-8881】

■ �鹿児島県の最低賃金が改正されました。

本庁	企画調整チーム	 ℡ 0994-22-3032　　	観光広報チーム企画課	からの お知らせ

婚活事業「郷婚☆ふるさとで出逢いましょう！」
　【日　　時】平成 26年 3月 1日（土）18:00 〜 21:00
　【場　　所】交流会（ネッピー館）、セミナー（南大隅町役場会議室）
　【参　　加】	男性は、町内限定、女性は、町内外から
　【対象年齢】20 歳以上
　【内　　容】男女それぞれセミナーを行い、その後、実践として交流会を開催します。
　【参加経費】男性 3,500 円、女性 3,000 円
　【申し込み期限】平成 26年 2月 21日（金）
　南大隅町では、下記の内容で婚活イベントを開催致しますので興味のある方がいましたら南大隅町役場
企画振興課	政策調整係	（℡ 24-3115）または、企画調整チームまでお問い合わせください。

　２月１日、花瀬ブランド化事業の一環として鹿児島から最強女子
会や企業団体などを招き錦江町の観光地を視察していただきました。
この事業は、錦江町の観光地を女性目線で視察・体験していただき、
新たな観光地づくりをすすめていきます。花瀬地区の視察や花瀬地
区の鬼火焚きなどにも参加し、女性や企業団体の方々から様々な意
見が出ていました。
　詳しい内容につきましては観光広報チームまでお問い合せくださ
い。
※�最強女子会とは、鹿児島県内在住の女性だけの異業種メンバー組織で観光
地づくりや食べ物などに女性目線から助言・アドバイスをして頂く組織です。

■ �LOVE31°出逢〜ネ☆（らぶさいど�であおーね）

■ �新たな観光地への取組み

総務課	からの お知らせ 本庁	総務チーム	 ℡ 0994-22-0511

使用者も労働者も

必ずチェック
最低賃金！

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額 効力発生日

時間額（円）

平成 25年 10月 27日�665

本事業は、宝くじ社会貢献広報事業として助成を受け実施して
います。
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本庁	地域振興チーム	℡ 0994-25-2511地域振興課	からの お知らせ

錦江町役場住民税務課住民チームでは、窓口業務時間の延長を行います。
　【期間】平成 25年 3月 29日（土）から 3月 30日（日）2日間
　【場所】錦江町役場住民税務課窓口（本庁のみとなります。）
　【時間】8：30〜 17：15まで
　【内容】窓口のみの業務	 ＊住民異動【転入・転出】　　＊印鑑登録
	 ＊証明発行（住民票・印鑑証明・戸籍証明）　　
　［取扱いができない業務］
　・戸籍届出は、警備員室の預かりとなります。
　・住民基本台帳ネット関連
　◎	住民異動の受付等の際は、本人確認を行いますので、運転免許証や保険証等を持参してください。また、
内容により後日関係窓口にお越しいただく場合があります。

　詳しい内容につきましては、住民チームまでお問い合わせください。

　3月 1日（土）・2日（日）に鹿児島市のドルフィンポー
トで鹿児島県の薩摩・大隅半島を盛り上げる一環として、
錦江町・南大隅町・肝付町・南さつま市が一緒になり、『半
島隅くじら元気市』を開催します。当日は地域の特産品や
農産物、ゆるキャラや薩摩剣士隼人ショーなどもあります
のでお近くにお越しの際は、ぜひお立ち寄りください。

　【開催日時】平成 26年 3月 1日（土）・2日（日）
　【開催場所】鹿児島市ドルフィンポート
　詳しいお問い合わせは、地域振興チームまでお問い合わ
せください。

　平成26年度以下の職種について臨時職員（平成26年 3月 1日時点で満60歳未満の方）を募集します。
希望される方は、平成 26年 2月 28日（金）午後 5時までに役場総務課へ写真付の履歴書及び免許状の
写し等を提出してください。詳しくは、役場総務課総務チームまでお問い合わせください。
　●募集職種
　　1、学習支援員（教諭免許又は保育士免許を持っている方）
　　2、学校用務員（自動車運転免許を持っている方）
　　3、養護老人ホーム調理員
　　4、花瀬公園施設受付清掃管理業務

■ �繁忙期における窓口開設時間の延長について

■ �半島隅くじら元気市が開催されます

■ �臨時職員の募集について

本庁	住民チーム	 ℡ 0994-22-3039住民税務課	からの お知らせ
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平成26年度 地籍調査事業

⃝ 地籍調査からお知らせです。 ⃝
平成26年度地籍調査実施地区（予定）について

　平成 26 年度の地籍調査予定地区は、神川 2地区、田代麓 1地区の合計 3地区を行います。
　対象となる小字は左記のとおりです。
　なお、下の図面の桃色の部分が 26 年度予定地区です。緑色は国有林で、水色は調査終了した地区です。
　（現在 25 年度分で調査中のところを含みます。又、南部開発等の地区も含みます。）

平成2６年度  地籍調査事業
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田　代
③　田代麓地区	 1.01	㎢

大根占
①　神川地区1	 0.87		㎢

②　神川地区2	 1.12	㎢

平成２6年度の調査地区及び小字名です。
（事業費の縮小等により調査地区の変更も予想されます）

区　　　分 全体 大根占地区 田代地区
全体面積 163.15㎢ 85.34㎢ 77.81㎢
除外面積（国有林等） 56.63㎢ 23.72㎢ 32.91㎢
要調査面積 106.52㎢ 61.62㎢ 44.90㎢
平成25年度終了時実施済面積 78.23㎢ 59.00㎢ 22.70㎢
平成25年度終了時進捗率 76.41％	 95.75％	 50.56％

⃝地籍調査について
１　年間の立会い日程計画をつくり、通知します。

２　現地調査（立会い）前に集合場所・時間等を示し、立会依頼の通知文書を出します。

３　立会いが出来ない場合は代理人の委任状を出していただいております。

４　南部開発等の終了した地域は地籍調査と同じ精度の測量が行われておりますので対象外です。

５　地籍調査では、台帳名義人の変更（名義変更）はできません。

６　地籍調査では、ある一定の条件が必要ですが、土地の分筆・合筆・地目変更・住所変更は出来ます。

７　地籍調査で打った杭は各自で管理していただきます。

　　（年間何千本かの杭を打ちますので役場で管理することは不可能です。ご理解ください。）

８	　調査地区内、またはその周辺に測量用の杭（境界杭とは別です）を打たせていただきます。この際測量は

見通しがきかないと出来ないので雑木等の枝払いをさせていただく場合があります。

９	　公民館等の主なところに黄色の目印テープを用意しておりますので、立会い日までに境界の枝払いをし、

なえ竹等にテープを結んで境界のしるしをして立ててください。

10　平成 26 年度の現地立会いは、7月頃から行う予定です。

【問い合わせ先】	 本庁住民税務課（地籍調査チーム）	 ℡	0994-22-3037
	 支所住民生活課（税務チーム）	 ℡	0994-25-2511

桜原・二子塚・東大久保・大久保・西道原・西道原一・西道原二・長迫

横尾・石ケ嶺・西久保

山崎・石ノ脇・小梅枝・東ノ下・坂ノ下・椎木・東ノ迫・石井原・中塚・後上原・
前上原・岩塚・黒鹿ケ迫
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1 通学費補助
全校生徒に対し、通学距離に応じて支給されます。	
片道	5Km未満（月額 1,000 円）　片道	5 〜10Km未満（月額 3,000 円）	
片道 10Km以上（月額 5,000 円）　
両町以外からの生徒（両町より各月額 2,500 円）	

2 就学支援
1 年生の希望者の中で一定の基準を満たした生徒に対して月額 5,000 円
を1年間支給します。返還義務はありません。なお、支給対象人数は入
学者の約1割の予定

3 資格取得支援
①資格	取得奨励金（日商簿記や国家資格等の上級資格取得のための受験

料、テキスト代の補助）
②資格	取得実績奨励支援（高校で指定された資格を取得した生徒に対し、

奨励金を支給）	

4 部活動成果奨励
①部活	動遠征支援（各部活動が県大会等に出場する時の貸し切りバス代

等を補助）
②部活	動実績奨励支援（部活動の大会で一定以上の成績を残した場合、

部に対し奨励金を支給）

南
大
隅
高
校
だ
よ
り

　
今
回
は
修
学
旅
行
報
告
会
・
自
衛
隊
合
格
者
・
本
校
の
各
種
補
助

金
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2014
２月号

修学旅行自主研修報告会

南大隅高校存続推進協議会からの補助金制度の紹介
（補助金は錦江町・南大隅町からの支援により支給されています。）

自衛官合格

町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧ください。またHPもご覧ください。
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/

　1月9日（木）12月に実施された修学旅行の自
主研修報告会が行われ、進路・学習関係の施設
見学の成果等について発表されました。
　科学博物館では、車の構造や自転車の歴史、
元素について学習したこと。上野国立科学博物館
では人類の進化の過程や生活の変化について学

習したこと。物流博物館では、天びん棒や頭上運搬の体験や物流の発達に関する学習の報告。
NHKスタジオパークでは映像編集の仕組みや番組制作に関
わる方々について詳しく知ることができたこと。音楽関係の専
門学校では、講師から「自分の意志が強ければ自分のやりた
いことが実現できる。」と説明を受け、それに向けて「今を
一生懸命頑張りたい。」などが報告されました。
　修学旅行で体験したことや学んだことを、今後の学校生活
や進路実現のために役立ててほしいものです。

溝田舞佳（根占中出身）
　私は、海上自衛隊自衛官候補生に内定をいただくことができました。
　内定をいただくまでに、私を支えてくれた家族や友達、先生方には感謝
の気持ちでいっぱいです。また、周囲の方々から応援の言葉をいただき、
これまで頑張ることができました。
　4月からは、精神的にも肉体的にも強くなり、自分の仕事にしっかり責
任を持てる人間になっていきたいと思います。そして、私の大好きなこの郷
土・国土を守っていきたいと思います。これからも頑張るので応援よろしく
お願いします。
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家
内
安
全
を
祈
念
し
て

の
大
的
始
会
の
あ
と
、
立
志
式
を

迎
え
た
中
学
2
年
生
、
厄
年
、
還

暦
、
古
希
を
迎
え
ら
れ
た
人
に

よ
っ
て
や
ぐ
ら
に
火
が
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
で
は
、
子
ど
も
会

育
成
会
に
よ
る
ぜ
ん
ざ
い
の
ほ

か
、
焼
酎
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
せ
っ
が
い
の
他
に
今
年

度
は
、
国
道
４
４
８
号
沿
い
の
あ

じ
さ
い
ロ
ー
ド
へ
の
看
板
設
置
や

敬
老
記
念
事
業
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
麓
地
区
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
あ
い
さ
つ
先
手
で
、
心
も

つ
な
ご
う
」、基
本
事
項「
お
い
も
、

ま
い
も
、
み
ん
な
で
守
ろ
う
麓
の

街
を
」
の
も
と
、
み
ん
な
が
気
軽

に
声
を
掛
け
合
い
、
住
み
よ
い
麓

の
町
を
つ
く
る
た
め
、
地
区
民
一

体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

及
び
点
検
作
業
等
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
育

成
部
と
協
同
で
農
業
体
験
学
習
な

ど
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
育
成
部
で
は
、
農
業
体

験
活
動
の
一
環
と
し
て
昨
年
度
ま
で

は
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
「
レ
タ
ス

植
え
付
け
・
収
穫
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
産
業
部
の
指
導
の
も
と
、
昨

年
11
月
初
旬
に
植
え
付
け
た
レ
タ

ス
を
１
月
18
日
（
土
）
に
収
穫
し
ま

し
た
。
子
ど
も
育
成
部
で
は
、
農
業

体
験
活
動
の
収
益
に
よ
り
、
あ
い
さ

つ
運
動
や
春
山
登
山
、
夕
涼
み
会
、

防
火
活
動
な
ど
の
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
は
、
毎
年
総
会
を
開
催

し
、
意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
の
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
十
五
夜
綱
引
き
祭

り
で
は
、
積
極
的
に
炊
き
出
し
な
ど

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

長
寿
部
は
、
交
流
会
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
行
い
、
心
身

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
育
部
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
城
元
地
区
公

民
館
と
合
同
で
実
施
し
、
ま
た
、
町

民
体
育
大
会
で
は
、
地
区
民
一
致
団

結
し
て
準
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
お
、
２
月
９
日
（
日
）
に

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
の
方
々
の
ご
協

力
の
も
と
馬
場
地
区
公
民
館
で
は
、

六
つ
の
部
を
中
心
に
「
活
力
と
ぬ
く

も
り
に
満
ち
た
豊
か
で
明
る
い
地
域

づ
く
り
」
に
励
ん
で
い
ま
す
。

馬
場
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

麓
地
区
公
民
館
の
活
動
紹
介

錦
江
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
だ
よ
り

　子ども育成部のレタス収穫

　女性だけの戦い　十五夜綱引き

　�家内安全を祈念しての大的始会

　�せっがいの様子
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肝属郡医師会立病院

職 員 募 集
【常勤・パート職員】
⃝看護師・准看護師………………7名
⃝看護補助者（資格不要）…………3名
⃝臨床検査技師……………………１名
⃝ケアマネージャー……………… １名
※施設見学可（事前にご連絡ください）
※パート可（時間は応相談）
※ケアマネージャーについては
　「居宅介護支援事業所みなみかぜ」での勤務
※看護学生奨学生も同時募集中

【お問い合わせ窓口】
肝属郡医師会立病院　総務課庶務係

℡	0994-22-3111

【
目
的
】
交
通
事
故
に
よ
る
被
災
者
等

の
救
済
の
た
め
に
、
弁
護
士
に
よ
る

交
通
事
故
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
料
】
無
料

【
申
込
み
】
事
前
に
相
談
所
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
時
間
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
平
成
26
年
2
月
26
日
（
水
）

午
後
1
時
〜
午
後
3
時

【
場
所
】
県
大
隅
地
域
振
興
局
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鹿
児
島
県
交
通
事
故
相
談
所
鹿
屋
支
所

　
℡	

０
９
９
４
‐
52
‐
２
０
８
９（
代
表
）

　
当
基
地
で
は
見
学
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
石
油
備
蓄
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
方
、

以
下
の
申
込
み
先
ま
で
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

当
社
担
当
者
が
同
行
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

【
見
学
時
間
】
祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
午
前
９
時
〜
12
時
・
午
後
１
時
〜
４
時

＊	

他
の
利
用
状
況
等
に
よ
り
お
受
け
で
き
な
い
場

合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
所
要
時
間
】30
分
〜
1
時
間
程
度（
見

学
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
申
込
方
法
】
電
話
も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

（
前
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

【
申
込
内
容
】
見
学
希
望
日
時
、
氏
名
（
団
体
名
）

お
よ
び
人
数
、交
通
手
段
（
バ
ス
、自
家
用
車
な
ど
）

【
申
込
先
】

　
志
布
志
石
油
備
蓄
㈱
志
布
志
事
業
所
総
務
課

　

℡	

０
９
９
４
‐
63
‐
７
５
１
１

お知らせ
コーナー
INFORMATION

2014. ２

【
日
時
】平
成
26
年
2
月
22
日（
土
）

13
時
30
分
〜
16
時

【
場
所
】
鹿
屋
体
育
大
学　

講
義
棟

１
０
３
講
義
室

【
内
容
】「
生
活
習
慣
と
心
臓
病
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
及
び
相
談
会

①	

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
と
生
活
習
慣

　
（	

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
科
部
長　

城
元
里
朋
）

②	

お
い
し
く
食
べ
る
減
塩
食

　
（	

鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養
管
理
室
長　

牛
鼻
み
ど
り
）

③	

動
脈
硬
化
予
防
に
効
果
的
な
運
動
は
！

　
（	

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
事
業
課
長　

藤
崎
美
代
子
）

④	

相
談
会
（
血
圧
測
定
、身
体
測
定
、健
康・

栄
養
・
お
薬
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
）

●
入
場
無
料

●	

申
込
不
要（
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

	

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
課

　

℡	

０
９
９
４
‐
42
‐
５
１
０
１

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
事
業
課

　

℡	

０
９
９
４
‐
52
‐
０
０
５
２

お
知
ら
せ

「
鹿
屋
医
療
セ
ン
タ
ー
県
民
健
康

講
座
」開
催
の
お
知
ら
せ

「
志
布
志
国
家
石
油
備
蓄
基
地
」

を
見
学
し
ま
せ
ん
か
！

交
通
事
故
の
弁
護
士
相
談

◎家族葬ホール
　（80名〜100名まで）

◎一般葬ホール
　（180名〜200名まで）

お通夜式はタタミ部屋
で土間にはテーブル、
いすもあります。

葬儀式には人数
に応じていすを
並べられます。

お客様の必要に応じて ご準備致します。
（別途料金になります。）

ハガキ・マイクロバス・敬供物（生花・果物）・通夜菓子
・会葬品・料理関係・その他

病院からの搬送は料金を頂きません。【無料】

☎58-7916
※携帯に転送します。

鹿屋市吾平町上名7716-1

家族葬から一般葬まで
斎場見学、事前相談、葬儀の事なら24時間受け付けております。

家族経営だから
できるこの価格!!189,000円

葬儀費用として上記金額以外は一切いただきません！（消費税込）

㈲神田葬祭
24時間受付
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今月の

麓住宅自治会
宮園 はるかさん

鶴園自治会
鶴園 章子さん

　わたしは、本が大すきです。としょかんにいくと、ワクワクします。わ
たしが、いま、おもしろいとおもった本は、「スカンクプウちゃん」です。
プウちゃんは、学校のじゅぎょうで、おおかみにおそわれそうになったり、
てきに出あったとき、あいてをやっつける、おべんきょうをします。でも、
プウちゃんは、はずかしくてどうしても人のまえで、おならができません。
　ある日、プウちゃんが、おともだちをたすけないといけないできごとが
おこります。おもしろいので、みなさんも、ぜひよんでみてください。

　あんな風に年を重ねられたらと、思える人に出
会ったら幸せな気持ちのなります。人間は十人十色
で自分の心が乱されてしまう相手に出会うこともあ
ります。この本は、本人の心で流してしまう、自分
らしく生き抜くコツが提言されてあります。周りに
振り回され自信をなくしそうな方、どうぞ読んで見
て下さい。

スカンクプウちゃん
とりごえ まり / 作・絵

人間にとって成熟とは何か
曽野 綾子 / 作

12月25日
〜  １月31日

戸
籍
の
窓

石川�ひとみさん 伊藤�咲子さん

【期　日】平成 26年 4月 6日（日）
【時　間】午前 10時スタート
【場　所】錦江町田代花瀬川石畳
【内　容】特産品や農産物販売、舞台芸能
【ゲスト】�石川ひとみ、伊藤咲子、
� 列車戦隊トッキュウジャーショーなど
　詳しい内容につきましては、地域振興課（℡ 0994-
25-2511）までお問い合わせ下さい。

平成26年　花瀬公園まつり開催のお知らせ

戸籍に関する情報は
ホームページ上では掲載致しておりません



　

８
年
の
月
日
が
過
ぎ
る
。
徐
々
に
で
は

あ
る
が
、
固
定
客
や
癒
し
を
求
め
、
わ
ざ

わ
ざ
で
ん
し
ろ
う
館
へ
訪
れ
る
観
光
客
の

方
も
増
え
て
き
た
。

　

毎
日
見
て
も
飽
き
な
い
こ
の
窓
か
ら
の

景
色
。

　

日
の
光
は
、
夏
ら
し
く
雲
の
色
風
の
音

は
秋
ら
し
く
…
…
小
説
に
で
て
き
そ
う
な

風
景
が
こ
こ
に
は
広
が
っ
て
い
る
。

広
報
…き
ん
こ
う

  2014. 2 VO
L.107

発
行
／
錦
江
町
役
場

■
編
集
／
企
画
課
　
〒
893-2392	鹿

児
島
県
肝
属
郡
錦
江
町
城
元
963番

地
　
ＴＥＬ
.0994-22-3032　

ＦＡＸ
.0994-22-1951

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
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w
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／
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新
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社
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刷

■
発
行
／
平
成
26年

２
月

●まだまだ寒い日が続きますが、沿道ではち
らほらと河津桜（カワズザクラ）が満開の
時期を迎え、春がすぐそこまで来ているよ
うです。個人的に
は実績報告や決算
などが ･･･。まだ、
春を迎えるには早
いようです。

EDITORS 休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございますの
で、ご利用の前にお問い合わせください。

月　日 病　院　名 電話番号
2月23日 大根占医院 22-2658

3月2日 長浜医院 22-0137

9日 じょうさいクリニック 24-2977

16日 濵畑クリニック 25-2575

人口の動き
平成26年２月１日現在

前月号比
人　口 8,673人 （△13）

男 4,055人 （△  7）
女 4,618人 （△  6）

世帯数 4,147戸 （△10）
△は減少

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も含まれます。

ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
季
節
が
変

わ
り
午
後
に
な
る
と
木
々
の
隙
間

か
ら
太
陽
の
光
が
奥
ま
で
差
し
込
む
。

　

そ
の
光
の
カ
ー
テ
ン
を
か
き
分
け
る

よ
う
に
温
め
ら
れ
た
そ
よ
風
が
吹
き
抜

け
る
。
そ
ん
な
春
の
昼
下
が
り
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
、
で
ん
し
ろ
う
館
カ
フ
ェ
。

　

ジ
ャ
ズ
を
聴
き
な
が
ら
コ
ー
ヒ
ー
で

も
味
わ
え
た
ら
。

「
田
舎
に
住
み
た
い
」

　

主
人
の
一
言
で
、
母
の
故
郷
で
あ
る
田

代
へ
移
住
。
そ
れ
ま
で
は
、
鹿
児
島
市
内

の
車
や
雑
音
が
激
し
い
場
所
に
住
ん
で
お

り
、
毎
日
、
都
会
の
喧
噪
の
中
で
過
ご
し

て
い
た
。
早
く
に
結
婚
し
子
供
に
も
恵
ま

れ
、
専
業
主
婦
と
し
て
生
活
し
て
い
た
が
、

「
田
舎
に
住
み
た
い
」
こ
の
一
言
で
移
住
し
、

こ
れ
ま
で
と
は
一
転
、
星
の
輝
く
音
さ
え

も
聞
こ
え
そ
う
な
静
か
な
場
所
で
の
生
活

と
な
っ
た
。
最
初
は
不
安
で
あ
っ
た
が
、
ご

近
所
付
き
合
い
や
地
域
行
事
な
ど
多
く
、

静
か
な
環
境
で
は
あ
っ
た
が
、
慌
た
だ
し

く
暮
ら
し
て
い
た
。

「
で
ん
し
ろ
う
館
と
の
出
会
い
」

　

子
育
て
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
、
長
い

間
専
業
主
婦
と
し
て
生
活
し
て
い
た
が
、

知
人
の
勧
め
も
あ
り
、
何
気
に
で
ん
し
ろ

う
館
で
働
く
こ
と
に
。

「
こ
ん
な
ス
ロ
ー
な
時
間
を
味
わ
え
る
場
所

が
あ
る
な
ん
て
！
」。

　

20
歳
で
結
婚
し
、
忙
し
く
毎
日
を
過
ご

し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
、
一
気
に

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
立
ち
止

ま
っ
て
み
た
か
ら
分
か
る
心
地
よ
い
感
覚
。

　

で
ん
し
ろ
う
館
と
の
出
会
い
が
一
気
に

10
代
の
頃
の
よ
う
に
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た
気

持
ち
と
な
っ
た
。

　

若
い
頃
か
ら
山
登
り
や
料
理
、
子
供
の

セ
ー
タ
ー
を
編
む
な
ど
手
先
も
器
用
で
好

奇
心
旺
盛
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
施
設
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
一
心
で
、
殺
伐
と
し
て
い

た
館
内
に
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
え
る
ス
ペ
ー
ス

作
り
、
食
品
衛
生
の
許
可
を
取
っ
た
。

　
「
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ス
イ
ー
ツ

を
つ
く
り
た
い
」

　

平
成
24
年
10
月
か
ら
花
瀬
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
の
試
作
に
取
り
か
か
っ
た
。
何
度
も
何

度
も
試
作
と
失
敗
を
繰
り
返
し
た
。
試
食

会
で
の
意
見
は
厳
し
い
意
見
も
多
く
、
あ

き
ら
め
の
思
い
も
心
を
よ
ぎ
っ
た
。

　
「
こ
こ
で
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ス
イ
ー
ツ

を
つ
く
り
た
い
」
そ
の
想
い
に
原
製
菓
の

原
純
一
郎
さ
ん
が
ア
ド
バ
イ
ス
に
乗
り
出
し

て
く
れ
た
。
花
瀬
の
桜
を
使
用
し
た
花
瀬

桜
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
桜
色
の
パ
ン
生
地
に
桜

色
の
ク
リ
ー
ム
、桜
の
花
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
、

こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
花
瀬
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
と
取
り
組
ん
だ
。

◉76人目
【昇陽自治会】鏡

かがみ

園
その

 純
じゅん

子
こ

さん 

◎	このコーナーでは、町内で頑張っている方を中心に紹介していきます。
　第76回目は、昇陽自治会の鏡園	純子さんです。

From young people in the future

町
営
住
宅

空
き
家 

状
況

（
２
月
１
日
現
在
）

大
根
占
地
区

　
特
公
賃
　
芝
山
団
地 

1
戸

　
公
営
　
港
団
地 

 

2
戸

　
公
営
　
神
川
団
地 

 

1
戸

　
町
営
　
旧
池
田
中
教
職
員
団
地 

1
戸

田
代
地
区

　
町
営
　
荒
田
原
住
宅 

1
戸

お
問
い
合
わ
せ
及
び
入
居
希
望
の
方
は
、

建
設
課
ま
た
は
地
域
振
興
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

第61回記念 鹿児島県下
一周市郡対抗駅伝競走大会
　第61回記念鹿児島県下一周市郡対抗
駅伝競走大会が 2月15日（土）から19
日（水）にかけて開催されます。大会最終
日の2月19日（水）は午前8時30分に
根占中下をスタートし、役場前国道269
号線を通過し午前9時頃には、にしきの
里（第1中継所）で中継されます。多くの
方のご声援を宜しくお願いいたします。


